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令和４年第１回臨時会・第４回定例会の内容を
わかりやすく 市民の皆さんにお伝えします



と
き
に
、
い
ら
立
っ
た
お
客
さ
ん
へ
の

対
応
が
少
し
苦
労
す
る
と
い
い
ま
す

か
、
気
を
遣
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

や
は
り
公
共
交
通
機
関
で
あ
れ

ば
、
定
時
定
速
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ

ま
す
よ
ね
。
逆
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

る
と
き
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
？

〔
小
松
運
転
士
〕　

先
ほ
ど
話
し
た
よ
う�

に
、
お
客
さ
ん
か
ら
お
叱
り
を
受
け
た

と
し
て
も
、「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
一

言
を
頂
く
と
、
運
転
士
を
や
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。
市
民
の
た

め
に
働
い
て
い
る
と
い
う
の
が
自
分
の

や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

仕
事
で
ふ
だ
ん
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
？

〔
小
松
運
転
士
〕　

運
転
士
は
、
人
の
命
を

預
か
る
職
業
で
す
か
ら
、
ブ
レ
ー
キ
と

ア
ク
セ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
特
に
ブ

レ
ー
キ
の
扱
い
に
は
非
常
に
心
を
配
っ

て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

新
し
い
取
組
の
バ
ス
ロ
ケ
ー

〔
議
員
〕　

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
バ
ス
の
運
転
士
を
職
業

に
し
た
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〔
小
松
運
転
士
〕　

私
は
車
の
運
転
が
好
き

で
、
若
い
と
き
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手

に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
市
民
の

た
め
に
な
れ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
け
た

ら
い
い
な
と
思
い
、
こ
の
仕
事
を
選
び

ま
し
た
。

〔
議
員
〕　

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
苦
労

す
る
面
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

〔
小
松
運
転
士
〕　

冬
、
雪
が
降
っ
て
い�

て
、
バ
ス
が
な
か
な
か
前
に
進
め
な
い

特 集

バスの運転士

今回のテーマは「バスの運転士」。
バスや鉄道などの地域公共交通
は、地域活性化のために不可欠な
社会インフラであり、まちづくり
や観光など様々な分野で大きな効
果をもたらします。その中でも、
ちょっとしたお出かけや、買物す
るときはもとより、冬は雪に包ま
れる我が街においては、バスはま
さに市民の足そのもので、皆様の
生活に欠かせない存在です。そこ
で今回は、青森市企業局交通部東
部営業所に勤務する小松運転士に
お話を伺いましたので、その内容
をお届けします。

あ お も りin

今回の取材にご協力いただいた小松史
ふみ

昌
あき

運転士。市営バスの運転士に

なる前は、民間のバス会社での勤務経験もあるそうです。
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シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

〔
小
松
運
転
士
〕　

自
分
の
乗
り
た
い
バ
ス

が
ど
こ
に
い
る
の
か
、
わ
ざ
わ
ざ
営
業

所
に
電
話
を
し
な
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
分
か
る
の
で
、
じ
ゃ

あ
、
歩
こ
う
か
と
か
、
待
っ
て
み
よ
う

か
と
か
、
お
客
さ
ん
の
選
択
に
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

バ
ス
が
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
状
況
で
待
つ
よ
り
、
ど
の
辺

に
い
る
と
い
う
の
が
分
か
る
だ
け
で
、

気
持
ち
的
に
違
い
ま
す
ね
。
そ
う
い
え

ば
、
冬
に
な
る
と
ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま

す
よ
ね
？

〔
小
松
運
転
士
〕　

冬
ダ
イ
ヤ
は
令
和
元
年

か
ら
始
め
て
い
ま
し
て
、
冬
は
道
路
が

混
む
分
、
時
間
を
見
直
す
な
ど
の
変
更

を
し
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
何
か
伝
え
た

い
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

〔
小
松
運
転
士
〕　

去
年
か
ら
「
Ａ
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ
」
と
い
う
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
機
能
も

持
っ
て
い
る
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
や
県
外

で
も
使
え
る
カ
ー
ド
で
す
。
導
入
し
た

当
初
は
、
私
た
ち
も
不
安
だ
っ
た
の
で

す
が
、
導
入
し
て
か
ら
は
、
支
払
い
か

ら
降
車
ま
で
の
お
客
さ
ん
の
流
れ
が
非

常
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。
カ
ー
ド
を
作

る
の
は
多
少
面
倒
と
感
じ
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
度
持
っ
て
し
ま

え
ば
結
構
便
利
な
の
で
、
そ
う
い
う
こ

と
を
お
客
さ
ん
に
お
勧
め
し
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
支
払
い
す
る
こ

と
で
、
お
客
さ
ん
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
の
で
、
運
転
士
さ
ん
と
し
て
も

い
い
で
す
ね
。

〔
小
松
運
転
士
〕　

そ
う
で
す
ね
。
本
当�

に
、
バ
ス
カ
ー
ド
よ
り
も
素
早
く
ピ
ッ

ピ
ッ
と
支
払
い
で
き
ま
す
。
私
も
使
っ

て
み
て
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
は
、

い
つ
も
一
人
一
人
丁
寧
に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
る
の

で
す
が
、
支
払
い
に
か
か
る
処
理
が
早

く
て
、
言
っ
て
い
る
う
ち
に
お
客
さ
ん

が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
き
も
あ
り
ま
す

（
笑
）。

〔
議
員
〕　

私
は
、
い
ま
だ
に
現
金
派
で
す

け
れ
ど
も
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み

よ
う
か
な
と
思
い
ま
す
（
笑
）。
本
日

は
、
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取材を終えて。ご協力誠にありがとうございました。

小松運転士がお勧めする
地域連携ＩＣカード「ＡＯＰＡＳＳ」

（取材日：令和４年12月２日）
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● 

第
１
回
臨
時
会
・
第
４
回
定
例
会
議
案
等
審
議 

●

●
令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会

　
会
期
３
日
間　
11
月
28
日
～
11
月
30
日

●
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会

　
会
期
26
日
間　
12
月
１
日
～
12
月
26
日

議
会
の
人
事
を
紹
介
し
ま
す

その１
臨 時 会

青
森
市
議
会
で

　
議
決
し
た
主
な
議
案
で
す
。

　

�　
本
臨
時
会
で
は
、
議
会
の
人
事
と
し

て
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
議
長
に
奈
良
岡
隆
議
員
、
副
議
長

に
木
戸
喜
美
男
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
（
詳
細
は
18
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
他
、

議
会
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
等
の
概
要

及
び
委
員
定
数
並
び
に
委
員
長
、
副
委

員
長
等
を
紹
介
し
ま
す
。

●
第
１
回
臨
時
会
で
可
決
し
た
議
案

　
議
員
提
出
議
案
２
件
中 �

 

２
件

�

（
可
決
）

●
第
４
回
定
例
会
で
可
決
等
し
た

�

議
案
・
請
願

　
市
長
提
出
議
案
49
件
中 �

 

49
件

�

（
可
決
46
件
、
同
意
３
件
）

　
議
員
提
出
議
案
８
件
中 �
 

６
件

�

（
可
決
）

　
請
願
２
件
中 �

 

１
件

�

（
採
択
）

■�

以
上
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
全
て
の
議
案
名
と
結

果
は
、
＊
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

議会運営委員会（９名）

特別委員会

協議又は調整の場

常任委員会

＊市議会ホームページ
　http://www.city.aomori.aomori.jp/gikai/top.html

　本会議の会期及び日程、議案の取扱いなど、議
会運営について協議する委員会です。
　委員長：藤田　誠　　副委員長：竹山　美虎

　議会の議決により付議された特定の事件を審査
する委員会です。
雪対策特別委員会（８名）
　雪対策に関することを所管します。
　委員長：山本　武朝　　副委員長：竹山　美虎

危機管理対策特別委員会（８名）
　雪害を除いた自然災害の防災や感染症対策に関
することを所管します。
　委員長：中村　美津緒　 副委員長：中田　靖人

　議案の審査又は議会の運営に関し協議又は調整
を行う組織です。
議会だより編集会議（８名）
　議会広報紙の編集に関する事項について協議を
行います。
　会長：渡部　伸広　　　副会長：里村　誠悦

議会広報広聴推進会議（８名）
　議会報告会等、議会広報広聴の推進に関する事
項について協議を行います。
　会長：長谷川　章悦　　副会長：村川　みどり

　その部門に属する事務に関する調査を行い、議
案、請願等を審査する委員会です。
総務企画常任委員会（８名）
　総務部、企画部、税務部、浪岡振興部等に関す
ることを所管します。
　委員長：澁谷　洋子　副委員長：長谷川　章悦
文教経済常任委員会（８名）
　市民部、経済部、農林水産部、教育委員会等に
関することを所管します。
　委員長：工藤　健　　副委員長：万徳　なお子
都市建設常任委員会（８名）
　都市整備部、企業局水道部・交通部に関するこ
とを所管します。
　委員長：花田　明仁　　副委員長：木村　淳司
民生環境常任委員会（８名）
　環境部、福祉部、保健部及び病院に関すること
を所管します。
　委員長：赤平　勇人　　副委員長：工藤　夕介
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● 

第
１
回
臨
時
会
・
第
４
回
定
例
会
議
案
等
審
議 

●

令
和
４
年
度
12
月
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た

その１
定 例 会

青
森
市
浪
岡
学
生
寮
条
例
案
を
可

決
し
ま
し
た

その２
定 例 会

青
森
市
福
祉
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
を
可
決
し
ま
し
た

その３
定 例 会

　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
予
算

に
関
す
る
議
案
と
し
て
、
開
会
日
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の
価
格

高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
低
所

得
世
帯
に
支
給
す
る
給
付
金
や
、
厳
し

い
状
況
に
あ
る
地
域
経
済
の
回
復
に
向

け
た
、
青
森
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
発
行
に
要
す
る
経
費
等
の
補
正
予
算

案
、
ま
た
、
閉
会
日
に
は
、
全
て
の
妊

婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
経
済
的
支
援
を

実
施
す
る
た
め
の
経
費
に
関
す
る
補
正

予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
市
議
会
で
は
、

両
案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

�　
な
お
、
補
正
予
算
額
及
び
補
正
後
の

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
青
森
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算
額　

�

59
億
７
千
725
万
５
千
円

　
補
正
後
の
予
算
額　

�

１
千
339
億
９
千
494
万
３
千
円

●�

青
森
市
浪
岡
学
生
寮
条
例

　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
浪
岡
地
域
に
お

け
る
移
住
及
び
定
住
の
促
進
並
び
に
活

性
化
を
図
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
よ
る

浪
岡
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
る
、
県
外
か

ら
浪
岡
地
域
に
転
入
す
る
生
徒
に
安
全

で
安
心
な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た
め

の
学
生
寮
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
�　

内
容
に
つ
い
て
は
、
施
設
名
は
青
森

市
浪
岡
学
生
寮
、
令
和
５
年
３
月
の
完

成
で
同
年
４
月
供
用
開
始
と
し
、
主
な

施
設
の
機
能
は
、
定
員
４
名
の
居
室
が

３
室
、
食
堂
や
キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
な
ど

を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
休
寮
日
や
入
寮
資
格
な
ど
施
設
の

管
理
に
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

�　
市
議
会
で
は
、
同
案
に
つ
い
て
、
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

●�

青
森
市
福
祉
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
老
朽
化
対
策
と

し
て
改
築
中
の
片
岡
福
祉
館
が
令
和
４

年
度
内
に
建
て
替
え
工
事
が
完
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
使
用
料
の
額
を

定
め
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
の
条
例
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
和
室
に
代
わ
り
、
集
会
室
・
多
目
的

室
を
３
室
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
屋
の
面
積

区
分
に
応
じ
た
使
用

料
を
設
定
す
る
も
の

で
す
。

　

�　
市
議
会
で
は
、
同

案
に
つ
い
て
、
起
立

採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

改築後の片岡福祉館のイメージ
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

● 
第
１
回
臨
時
会
・
第
４
回
定
例
会
議
案
等
審
議 

●

　

�　
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た

一
般
質
問
、
予
算
特
別
委
員
会
の
議
案

質
疑
の
中
か
ら
、
一
議
員
に
つ
き
一
項

目
の
質
問
・
質
疑
及
び
答
弁
の
要
旨
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
質
問
・
質
疑
を
行
っ
た
議
員
・
委
員
数

　
●
第
４
回
定
例
会

　
　
議
案
質
疑
（
開
会
日
） �

 

２
名

　
　
一
般
質
問 �

 

22
名

　
　
予
算
特
別
委
員
会 �

 

15
名

　
　
（
小
倉
委
員
長
、
山
本
副
委
員
長
）

　
　
議
案
質
疑
（
閉
会
日
） �

 

１
名

※�

本
会
議
で
の
一
般
質
問
等
の

様
子
に
つ
い
て
は
、
生
中
継

及
び
録
画
映
像
の
配
信
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
上
、

御
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
聞
き
ま
し
た
。

青
森
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び

青
森
市
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
を
可
決
し
ま
し
た

その４
定 例 会●�

青
森
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び

青
森
市
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
青
森
市
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
及
び
青
森
市
西
部
市
民
セ

ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
係

る
使
用
許
可
の
要
件
を
見
直
す
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
の
条
例
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
方
の
、
体
力
測
定
等
を
実
施
す
る

健
康
度
測
定
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
い
ま
す
が
、
健
康
度
測
定
を
受
け

な
く
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。

　

�　
市
議
会
で
は
、
同
案
に
つ
い
て
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い

て
、
重
度
の
障
が
い
等
の
理
由
に
よ
り
、

申
請
窓
口
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
市
民

へ
の
対
応
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
は
、

パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

や
郵
便
に
よ
る
申
請
の
ほ
か
、
代
理
人

に
よ
る
申
請
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
人
が
申
請
書
類
の
記
入
等
が
困
難
な

場
合
は
、
家
族
等
の
代
筆
な
ど
で
の
申

請
手
続
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
も
、
来
庁
が

困
難
な
と
き
は
本
人
か
ら
の
委
任
状
に

よ
り
、
代
理
人
が
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
交

付
事
務
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

藤ふ
じ
田た　
誠ま
こ
と

● 

質
問
・
質
疑 

●

質

問

質

疑

・

市民生活

緑色は、文教経済常任委員会に関連する質問・質疑です。

※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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◆
各
議
員
の
質
問
・
質
疑
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら

15
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

先
般
、
市
内
の
企
業
が
、
旧
大
栄
小
学

校
の
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
積
雪
発
電
の

研
究
開
発
に
着
手
す
る
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
積
雪
を
利
用
し
た

発
電
の
概
要
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
積
雪
を
利
用
し
た
発
電
に
つ
い
て
は
、

民
間
事
業
者
と
大
学
が
共
同
で
行
っ
て

い
る
研
究
で
、
降
雪
・
積
雪
を
利
用

し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
冷
気
と
外
気

と
の
温
度
差
を
活
用
し
て
発
電
す
る
仕

組
み
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

屋
外
プ
ー
ル
に
雪
を
た
め
、
発
電
効
率

等
の
実
証
実
験
を
行
う
予
定
で
、
将
来

的
に
雪
国
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

Q

本
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
る
べ
き
姿
を
、
自
然
環
境
や
観
光

等
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
、
委
員

会
等
を
設
置
し
専
門
家
か
ら
意
見
を
聞

く
こ
と
な
ど
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
庁
内
各
部
局
で
構
成
さ
れ
る

青
森
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
を

組
織
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
連
す

る
事
業
等
の
実
施
状
況
の
把
握
や
情
報

共
有
を
行
う
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
係
る
効
果
的
な
対
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

が
、
在
り
方
に
特
化
し
た
検
討
を
行
う

組
織
の
設
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q

風
況
観
測
塔
を
設
置
し
て
、
風
況
測
定

を
行
う
こ
と
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

上
、
事
業
者
側
の
義
務
に
な
る
の
か
、

お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
風
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
た

「
事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
風

力
発
電
）」
に
よ
る
と
、
事
業
者
は
、

土
地
及
び
周
辺
環
境
の
調
査
等
に
お
い

て
、
発
電
設
備
の
設
置
場
所
の
周
り
に

風
を
妨
げ
る
障
害
物
が
な
い
か
、
発
電

す
る
た
め
に
十
分
な
風
況
で
あ
る
か
、

事
前
調
査
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
風
況
調
査
を

実
施
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

が
任
意
で
選
定
す
る
も
の
で
す
。

Q

八
甲
田
周
辺
に
お
け
る
風
力

発
電
事
業
計
画
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

木き

村む
ら　
淳じ
ゅ
ん

司じ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

竹た
け
や
ま山　
美よ
し
と
ら虎

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

中な
か
村む
ら　
美み

津つ

緒お

環　境

環　境

環　境
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

青
森
市
新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
分
野
へ
の

進
出
や
業
態
転
換
な
ど
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
補
助
金
は
、
令
和
４
年
４
月
25
日

か
ら
６
月
30
日
ま
で
を
申
請
期
間
と

し
、
市
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事
業

所
を
置
く
個
人
事
業
主
、
中
小
企
業
者

等
及
び
新
た
に
創
業
す
る
者
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
231
件
の
申
請

が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
交
付

決
定
件
数
は
212
件
、
交
付
決
定
額
は
１

億
６
千
974
万
５
千
円
で
、
予
算
額
に
対

す
る
割
合
は
約
97
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

環
境
影
響
評
価
法
の
目
的
に
鑑
み
る

と
、
他
の
自
治
体
の
取
組
と
同
様
に
、

本
市
も
当
該
事
業
に
対
し
反
対
姿
勢
を

明
確
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る

と
、
当
該
事
業
計
画
の
認
定
及
び
取
消

し
の
権
限
は
経
済
産
業
大
臣
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
当

該
事
業
が
環
境
等
に
配
慮
し
、
地
域
の

脱
炭
素
化
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
方
法
書

等
に
対
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
必

要
な
意
見
を
提
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

2023
あ
お
も
り
桜
マ
ラ
ソ
ン
の
概
要
に
つ

い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
大
会
概
要
に
つ
い
て
は
、
開
催
日
を
４

月
16
日
と
し
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㎞
の
３
種
目
に
全
国

か
ら
総
勢
５
千
500
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
募

集
す
る
県
内
最
大
規
模
の
大
会
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
開
催
に
当
た
り
、
日
本

陸
連
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
基
づ
く
コ
ロ
ナ

対
策
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
市
民
や

地
元
町
会
等
と
連
携
し
、
沿
道
に
お
け

る
賑
わ
い
創
出
な
ど
受
入
れ
態
勢
の
整

備
に
取
り
組
み
、
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
か

ら
選
ば
れ
る
大
会
に
な
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

あ
お
も
り
桜
マ
ラ
ソ
ン
に
つ

い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

柿か
き
崎ざ
き　
孝こ
う
治じ

（
仮
称
）
み
ち
の
く
風
力
発
電

事
業
に
つ
い
て

無
所
属　

小お

熊ぐ
ま　
ひ
と
美み

青
森
市
新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
補
助
金
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

澁し
ぶ
谷た
に　
洋よ
う
子こ

経　済

環　境

スポーツ
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①桂木3-15-22
②017-776-2513
③都市建設常任委員
会、議会だより編集
会議
④市民の皆さんの声
を市政に反映させら
れる議会をつくるた
めに全力で頑張りま
す。

木
きの

下
した

　靖
やすし

市民クラブ
62歳（６回）

①野沢字川部24
②017-739-3299
③総務企画常任委員
会、議会だより編集
会議
④戮力一心。21世
紀も市民一人一人の
幸せのために果敢に
トライします。 大

おお

矢
や

　保
たもつ

自民クラブ
72歳（８回）

青森市の
新たな議員を
紹介します。
掲載項目

〔写真下側〕
氏名、会派、年齢（当選回数）
〔写真左側〕
①住所、②電話番号、③所属委員会等、
④抱負・意気込みなど

※年齢は令和４年11月26日現在
※当選回数は旧市町の当選回数も通算
※五十音順に掲載

①千刈1-19-66
②050-3637-3410
③都市建設常任委員
会、議会だより編集
会議
④50年後、100年後
の青森市を「緑にあ
ふれ、活気のある街」
に！全力で頑張りま
す！

木
き

村
むら

　淳
じゅん

司
じ

あおもり令和の会
31歳（１回）

①花園1-7-14
②017-742-6728
③文教経済常任委員
会、議会だより編集
会議
④市民の声をしっか
りと受け止めて、議
会に届け、暮らしや
すい青森市を目指し
ます。

小
お

熊
ぐま

 ひと美
み

無所属
67歳（１回）

①矢田前字本泉23-59
②017-726-5770
③文教経済常任委員
会、危機管理対策特
別委員会
④ここで暮らすしあ
わせ「青森スタイル」
を進めます。

工
く

藤
どう

　健
けん

市民クラブ
65歳（４回）

①浪岡大字浪岡字稲
村19-9
②0172-62-2059
③議会運営委員会、
文教経済常任委員会、
雪対策特別委員会
④市民の皆様の声に
感謝の気持ちで、素
直に、謙虚に耳を傾
け、主張・行動して
まいります。

小
お

倉
ぐら

　尚
たか

裕
ひろ

あおもり令和の会
65歳（７回)

①新城字平岡160-1181
②017-772-0512
③議会運営委員会、
民生環境常任委員会、
雪対策特別委員会
④誰もが生きやすい
市政を目指して頑張
ります。

赤
あかひら

平　勇
ゆう

人
と

日本共産党
32歳（２回）

①新田2-25-17
②017-781-4497
③民生環境常任委員
会、議会広報広聴推
進会議
④安心・安全の街づ
くりに全力で取り組
みます。

工
く

藤
どう

　夕
ゆう

介
すけ

公明党
49歳（１回）

①羽白字沢田70-4
②017-718-5675
③文教経済常任委員
会、議会だより編集
会議
④市民の声を市政に
届けます。できるこ
とからコツコツと青
森市の街づくりに取
り組みます。

柿
かき

崎
ざき

　孝
こう

治
じ

自民クラブ
61歳（１回）

①新城字山田665-42
②017-788-5813
③民生環境常任委員
会、雪対策特別委員
会
④市民の声を届け、
気持ちを伝え、暮ら
しを守る誰一人取り
残さない政治を目指
します。

小
あ

豆
ず

畑
はた

　緑
みどり

自民クラブ
76歳（６回）

①幸畑1-8-3
②017-728-3894
③総務企画常任委員
会、議会だより編集
会議
④三世代が楽しく活
躍・暮らせる街づく
りに取り組みます。

里
さと

村
むら

　誠
せい

悦
えつ

あおもり令和の会
74歳（６回）

①西大野2-3-13
②017-753-2121
③議会運営委員会、
都市建設常任委員会、
危機管理対策特別委
員会
④誰にでも優しい街
づくり、安心・安全
な街づくりに取り組
んでまいります。

軽
かる

米
まい

 智
ち

雅
か

子
こ

公明党
61歳（３回）

①浪岡大字長沼字北
藤巻36-13
②0172-62-4335
③議会運営委員会、
都市建設常任委員会、
議会だより編集会議
④住民の声を大切に
し、公平・公正な市
政を目指して、浪岡
地区から声をあげて
いきます。

天
あま

内
ない

　慎
しん

也
や

日本共産党
48歳（４回）

①八ツ役字芦谷319-7
②017-739-7906
③議会運営委員会、
総務企画常任委員会、
議会広報広聴推進会
議
④市⺠目線を忘れず
に、市⺠お⼀人、お
一人の声を市政へ届
けるために働きます。

澁
しぶ

谷
たに

　洋
よう

子
こ

あおもり令和の会
40歳（２回）

①新城字福田7-1
②017-788-3426
③文教経済常任委員
会、雪対策特別委員
会
④初心を忘れずに、
市民の声を大切に、
議会に取り組みます。

木
き

戸
ど

 喜
き

美
み

男
お

あおもり令和の会
69歳（４回）

①駒込字桐ノ沢3-52
②017-742-2727
③都市建設常任委員
会、議会広報広聴推
進会議
④女性の目線で、市
民のための街づくり
に取り組みます。

蛯
えび

名
な

　和
かず

子
こ

無所属
69歳（２回）

● 

新
議
員
紹
介 

●
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①浪館前田4-21-3
②017-781-6809
③総務企画常任委員
会、議会広報広聴推
進会議
④１．18才まで医療
費ゼロ　２．子ども
の国保税ゼロ　３．
赤ちゃんのおむつ代
ゼロ　「３つのゼロ」
の実現へ。

村
むら

川
かわ

 みどり
日本共産党
49歳（５回）

①岡造道3-4-33
②017-741-6333
③総務企画常任委員
会、議会広報広聴推
進会議
④財政民主主義なく
して主権在民はあり
得ず、「自立と自律
の財政」を目指しま
す。

奈
な

良
ら

　祥
よし

孝
たか

市民クラブ
62歳（９回）

①新城字平岡128-87
②017-772-0911
③議会運営委員会、
民生環境常任委員会、
議会広報広聴推進会
議
④市民の皆様が安心
して生活を送れるよ
うに、日々全力で活
動します。

関
せき

　貴
たか

光
みつ

自民クラブ
31歳（１回）

①桜川2-2-2
②017-741-8204
③民生環境常任委員
会、危機管理対策特
別委員会
④市民の目線で声を
市政に届け、誰もが
大切にされる優しい
市政を目指し、頑張
ります。

山
やま

田
だ

　千
ち

里
さと

日本共産党
54歳（１回）

①桜川2-4-5
②017-742-0302
③総務企画常任委員
会、危機管理対策特
別委員会
④「暮らしやすいま
ち」づくりのため、
市⺠の生活を一番に
考え、誠実に⾏動し
ていきます。

奈
な

良
ら

岡
おか

　隆
たかし

あおもり令和の会
72歳（５回）

①本町４-4-20
ル・セーヌ本町203
②090-9038-3448
③文教経済常任委員
会、雪対策特別委員
会
④市民のための市政、
子どものための学校
を。温かい青森市を
皆さんとともに目指
します！

相
そう

馬
ま

　純
じゅん

子
こ

日本共産党
62歳（１回）

①筒井字八ツ橋205-21
②017-738-5221
③文教経済常任委員
会、雪対策特別委員
会
④市民の皆様の声を
常に聞く現場第一主
義に徹してまいりま
す。 山

やま

本
もと

　武
たけ

朝
とも

公明党
64歳（４回）

①浪岡大字北中野字
天王101-2
②0172-62-2306
③総務企画常任委員
会、議会広報広聴推
進会議
④議会の安定なくし
て市政の発展なし。
全力を尽くします。 長

は

谷
せ

川
がわ

 章
しょう

悦
えつ

自民クラブ
73歳（９回）

①桜川4-16-6
②017-752-1614
③議会運営委員会、
民生環境常任委員会、
雪対策特別委員会
④雇用の拡大と防
災・減災対策を進め、
安心・安全で持続可
能な街づくりを目指
します。

竹
たけ

山
やま

　美
よし

虎
とら

市民クラブ
61歳（４回）

①羽白字沢田654-20
②017-787-0439
③総務企画常任委員
会、議会だより編集
会議
④小さな声を大切に
しながら、全体観に
立って、安心・安全
の街づくりに取り組
んでまいります。

渡
わた

部
なべ

　伸
のぶ

広
ひろ

公明党
55歳（５回）

①自由ヶ丘2-12-16
②017-741-2880
③都市建設常任委員
会、危機管理対策特
別委員会
④あくまで市民の目
線に立って、市政発
展のため、頑張って
まいります。 花

はな

田
だ

　明
あき

仁
ひと

自民クラブ
70歳（７回）

①古川2-3-17
②017-777-5623
③都市建設常任委員
会、雪対策特別委員
会
④各地域の課題への
取組が、青森市全域
の発展につながると
考え、全力で取り組
みます。

舘
たて

山
やま

　善
よし

也
や

あおもり令和の会
55歳（４回）

　 ①沖館1-8-31
②017-782-5043
③議会運営委員会、
民生環境常任委員会、
議会広報広聴推進会
議
④「市政をもっと身
近に」をモットーに、
皆さんと一緒に、住
みよい街づくりに努
めます。

藤
ふじ

田
た

　誠
まこと

あおもり令和の会
69歳（４回）

①原別1-2-38
②017-736-3651
③議会運営委員会、
都市建設常任委員会、
危機管理対策特別委
員会
④子育てをしやすい
街づくりのために頑
張ります。 中

なか

田
た

　靖
やす

人
ひと

自民クラブ
51歳（５回）

　 ①幸畑1-20-22
②017-752-1154
③文教経済常任委員
会、危機管理対策特
別委員会
④市民が主役を貫き
ます。

万
まん

徳
とく

 なお子
こ

日本共産党
59歳（２回）

①新城字山田601-7
②017-787-1162
③民生環境常任委員
会、危機管理対策特
別委員会
④「市政に新風を」
の所信を忘れず、⻘
森市⺠の皆様のお役
に⽴つための努力を
惜しみません。

中
なか

村
むら

 美
み

津
つ

緒
お

あおもり令和の会
48歳（３回）

● 

新
議
員
紹
介
（
続
） 

●
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み
ち
の
く
風
力
発
電
事
業
で
、
八
甲
田

の
森
林
が
伐
採
さ
れ
ま
す
。
森
林
が
持

つ
水
源
涵
養
機
能
に
つ
い
て
、
市
の
認

識
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
森
林
に
降
っ
た
雨
は
、
一
旦
土
壌
に
蓄

え
ら
れ
、
様
々
な
経
路
で
川
に
ゆ
っ
く

り
流
れ
出
る
こ
と
で
、
降
雨
時
の
川
の

流
量
の
ピ
ー
ク
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
渓
流
に
流
出
す
る
ま
で
に
、
リ
ン

や
窒
素
等
の
富
栄
養
化
の
原
因
と
な
る

物
質
は
土
壌
中
に
保
留
、
植
物
に
吸
収

さ
れ
、
土
壌
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
等
が

溶
け
出
す
こ
と
で
、
お
い
し
い
水
を
作

り
出
す
な
ど
、
様
々
な
機
能
が
森
林
の

水
源
涵
養
機
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q

浪
岡
高
校
の
閉
校
に
伴
う
跡

地
の
利
活
用
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

小お

倉ぐ
ら　
尚た
か
裕ひ
ろ

当
該
地
を
浪
岡
中
学
校
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
県
と
協
議
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、
市
の
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
県
教
育
委
員
会
で
は
、
現
時
点
で
、
利

活
用
の
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
、

閉
校
後
の
浪
岡
高
校
の
利
活
用
を
検
討

す
る
際
に
は
、
ま
ず
は
県
で
の
利
活
用

を
検
討
し
、
県
で
の
活
用
が
な
い
場
合

に
、
市
町
村
に
対
し
て
、
利
活
用
の
確

認
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
。
市
で
は
、
浪
岡
高
校
は
完
成
か
ら

約
43
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
建
物
や
設
備
の
状
況
確
認
が
必

要
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q

小
・
中
学
校
に
お
け
る
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
の
現
状
と
、
教
育
委
員
会
の

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
教
育
活

動
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
の
身
体
的
距

離
が
十
分
取
れ
な
い
場
合
に
必
要
と
し

ま
す
が
、
屋
外
で
の
活
動
と
い
っ
た
授

業
の
態
様
等
に
応
じ
て
、
マ
ス
ク
の
着

脱
を
行
う
な
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
着
用
に
つ
い
て
保
護

者
等
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
個

別
に
対
応
し
、
着
用
し
な
い
こ
と
で
、

児
童
・
生
徒
が
、

差
別
や
い
じ
め
等

の
対
象
に
な
ら
な

い
よ
う
学
級
指
導

等
を
行
っ
て
不
安

解
消
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

Q

小
・
中
学
校
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

木き
の
し
た下　
靖や
す
し

森
林
の
水
源
涵
養
機
能
に
つ

い
て

日
本
共
産
党　

万ま
ん
徳と
く　
な
お
子こ

農林水産

教　育

教　育

学校における屋外での教育活動の様子
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

全
国
的
に
、
小
・
中
学
校
の
教
員
不
足

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

教
員
の
確
保
に
向
け
た
本
市
の
取
組
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
教
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
義
的

に
は
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
独
自
に
教

員
退
職
者
や
臨
時
講
師
等
を
対
象
と
し

た
任
用
協
力
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
、
県
に
お
い
て
教
員
の
確
保
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
担
当
教
科
等
に
よ
り

候
補
者
を
選
定
し
、
任
用
協
力
の
意
思

確
認
を
す
る
な
ど
し
て
き
て
お
り
、
引

き
続
き
、
教
員
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Q

給
食
の
材
料
費
に
つ
い
て
は
、
納
入
業

者
の
仕
入
価
格
が
値
上
が
り
し
て
い
ま

す
が
、
給
食
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
品
質

確
保
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
青
森
市
学
校

給
食
摂
取
基
準
に
規
定
し
て
い
る
栄
養

価
を
満
た
す
よ
う
、
献
立
を
作
成
し
、

提
供
し
て
い
ま
す
。
米
飯
等
の
主
食
は

小
幅
な
増
額
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
お

か
ず
等
の
副
食
は
栄
養
価
が
同
じ
で
価

格
上
昇
の
影
響
が
少
な
い
食
材
を
選
択

す
る
等
の
ほ
か
、
よ
り
低
価
格
で
調
達

で
き
る
よ
う
、
食

品
規
格
や
契
約
期

間
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Q
教　育

教
員
の
確
保
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て

無
所
属　

蛯え
び
名な　
和か
ず
子こ

本
市
に
お
け
る
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

令
和
元
年
度
か
ら
３
年
度
ま
で
の
人
数

と
、
そ
の
要
因
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
、
令

和
元
年
度
は
小
学
校
100
人
、
中
学
校
207

人
の
計
307
人
、
令
和
２
年
度
は
小
学
校

101
人
、
中
学
校
219
人
の
計
320
人
、
令
和

３
年
度
は
小
学
校
143
人
、
中
学
校
292
人

の
計
435
人
と
な
っ
て
お
り
、
小
・
中
学

校
と
も
に
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
の
主
な
原
因
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
で
は
「
無
気
力
、
不

安
」
が
53
・
８
％
で
、
中
学
校
で
も

「
無
気
力
、
不
安
」が
42
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Q

不
登
校
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

山や
ま
田だ　
千ち

里さ
と

学
校
給
食
に
つ
い
て

公
明
党　

山や
ま
も
と本　
武た
け
と
も朝

教　育

教　育

学校給食の一例（小学校）
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市
で
は
当
該
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
教
育
に
お
け
る
市
の
取
組
と
し
て

は
、
各
小
・
中
学
校
の
教
員
を
対
象
と

し
た
研
修
講
座
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
各
学
校
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会

の
指
導
主
事
を
講
師
と
し
た
出
前
授
業

等
を
実
施
す
る
な
ど
、
当
該
教
育
に
関

す
る
取
組
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
取
組
事

例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
有
効
活
用
し
、
社
会
に
積
極
的

に
関
与
、
参
加
で
き
る
児
童
・
生
徒
の

育
成
に
向
け
、
各
学
校
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Q

発
達
性
読
み
書
き
障
害
で
あ
る
デ
ィ
ス

レ
ク
シ
ア
の
疑
い
が
あ
る
な
ど
、
特
別

な
配
慮
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
が
通
常

学
級
に
い
る
場
合
、
児
童
・
生
徒
の
理

解
を
得
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を

し
て
い
る
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
各
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人

に
、
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

苦
手
な
こ
と
を
克
服
す
る
た
め
の
合
理

的
配
慮
と
し
て
使
用
す
る
教
材
等
が
他

と
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
丁

寧
に
説
明
し
た
り
、
考
え
さ
せ
た
り
す

る
中
で
、
共
に
生
き
る
す
べ
を
身
に
付

け
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

Q

浅
虫
温
泉
の
観
光
促
進
に
寄
与
す
る
浅

虫
温
泉
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け

た
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
及
び
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
浅
虫
温
泉
駅
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

に
県
と
本
市
に
よ
る
浅
虫
温
泉
駅
バ
リ

ア
フ
リ
ー
整
備
勉
強
会
を
設
置
し
、
施

工
内
容
等
の
検
討
及
び
地
籍
調
査
等
を

進
め
、
令
和
３
年
度
に
、
現
在
の
こ
線

橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
方
法

を
決
定
し
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
等
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
県
に
お

い
て
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
令
和
５
年
度
内
に
は
完
了
す
る
見

込
み
と
の
こ
と
で
す
。

Q

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン

　
　
シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

工く

藤ど
う　
健け
ん

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に
つ
い
て

公
明
党　

渡わ
た
な
べ部　
伸の
ぶ
ひ
ろ広

浅
虫
温
泉
駅
に
つ
い
て

公
明
党　

工く

藤ど
う　
夕ゆ
う
介す
け

教　育

教　育

都市整備

橙色は、都市建設常任委員会に関連する質問・質疑です。

【
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
】

　

�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
利
用
を
通
じ
て
、
社
会
に

積
極
的
に
関
与
し
、
参
加
で
き
る
児
童
・

生
徒
の
育
成
を
目
指
す
教
育
の
こ
と
。
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

令
和
４
年
12
月
か
ら
令
和
５
年
４
月
ま

で
休
止
す
る
浪
館
流
雪
溝
を
休
止
さ
せ

ず
、
市
と
し
て
対
応
す
べ
き
と
思
う

が
、
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
流
雪
溝
に
つ
い
て
は
、
日
常
の
施

設
運
営
・
管
理
は
地
元
組
合
が
行
う
と

規
定
し
て
い
る
協
定
書
に
基
づ
き
、
運

営
・
管
理
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
10
月
に
管
理
組
合
長
か
ら
、
休

止
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
市
で
は
、
再
度
協
議
し
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

運
営
・
管
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
相

談
に
応
じ
る
旨
を
伝
え
て
お
り
、
今
後

も
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

１
号
及
び
２
号
遊
歩
道
緑
地
は
、
供
用

開
始
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、
樹
木
が
成
長
し
過
ぎ
て
い
る
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
市
の
対
応
方

針
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
１
号
及
び
２
号
遊
歩
道
緑
地
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
樹
木
が
大
き
く
成
長

し
て
い
る
こ
と
や
住
宅
地
に
近
接
し
て

い
る
と
い
っ
た
立
地
条
件
を
踏
ま
え
、

日
常
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
枝

払
い
等
を
適
宜
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
会
や
住
民
の
皆
様
か
ら
御
相
談

や
御
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
樹

木
の
状
況
を
確
認
の
上
、
必
要
に
応
じ

て
適
切
に
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
リ
ン
ゴ
は
、
秋

の
収
穫
が
終
わ
り
春
の
開
花
ま
で
、
枝

の
剪
定
作
業
や
園
地
内
の
管
理
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
冬
期
間
の
樹
園

地
帯
の
道
路
除
雪
に
つ
い
て
、
昨
冬
の

内
容
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
浪
岡
地
区
の
当
該
除
排
雪
に
つ
い
て

は
、
例
年
３
月
以
降
に
１
回
程
度
行
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
昨
冬
は
、
浪
岡
地

区
リ
ン
ゴ
生
産
団
体
等
か
ら
早
期
除
雪

の
御
要
望
を
受
け
、
降
雪
が
落
ち
着
い

た
本
年
２
月
18
日
か
ら
約
１
か
月
間
に

わ
た
り
、
市
の
大
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車

３
台
で
、
順
次
、
樹
園
地
帯
の
幹
線
、

枝
線
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

Q
除排雪

緑
化
事
業
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

奈な

良ら　
祥よ
し
孝た
か

流
雪
溝
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

村む
ら
川か
わ　
み
ど
り

樹
園
地
帯
の
除
雪
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

天あ
ま
内な
い　
慎し
ん
也や

除排雪

都市整備

＊�

１
号
遊
歩
道
緑
地
は
、
勝
田
１
丁
目
（
働

く
女
性
の
家
ア
コ
ー
ル
付
近
）
か
ら
花
園

２
丁
目
ま
で
続
く
遊
歩
道
緑
地
。

＊�

２
号
歩
道
緑
地
は
、
造
道
３
丁
目
（
造
道

小
学
校
付
近
）
か
ら
泉
野
字
野
脇
ま
で
続

く
遊
歩
道
緑
地
。
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本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
人
口
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
世
代
が
子
ど

も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境
を
創

出
す
る
た
め
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
取
組
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
市
の
支

援
策
と
し
て
、
３
歳
未
満
児
を
含
む
全

て
の
未
就
学
児
の
保
育
料
を
無
償
化
す

る
考
え
は
な
い
か
、
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
で
は
、
現
在
、
３
歳
未
満
児
に
係

る
保
育
料
に
お
い
て
、
所
得
の
状
況
や

入
所
児
童
数
等
に
応
じ
た
軽
減
策
を
講

じ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
保
育
料
を
無

償
化
し
た
場
合
、
多
額
の
経
費
を
要
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
無

償
化
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

中な
か
田た　
靖や
す
人ひ
と

全
て
の
未
就
学
児
の
保
育
料

無
償
化
に
つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

関せ
き　
貴た
か
光み
つ

未
就
学
の
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

は
、
受
入
れ
場
所
の
拡
充
が
な
か
な
か

進
ま
な
い
と
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
受

入
れ
可
能
な
保
育
所
等
を
増
や
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ

る
保
育
所
等
の
拡
充
を
図
る
た
め
に

は
、
看
護
師
等
の
配
置
が
可
能
と
な
る

よ
う
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
受
入
れ
促
進
に
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
た
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

今
後
、
子
ど
も
食
堂
の
拡
充
を
図
っ
て

い
く
に
当
た
っ
て
、
市
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
お
示

し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
に
子
ど
も
食
堂
へ
の
食
材
提
供
の

相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
子
ど
も
食
堂

の
開
設
日
が
近
い
団
体
か
ら
順
に
情
報

提
供
し
、
食
材
を
必
要
と
す
る
団
体
に

配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
食

堂
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
方
と
支

援
を
必
要
と
す
る
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
予
定
で
あ
る
青
森
県
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
支
援
を
行
い
た
い

方
や
子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
の
方
に

情
報
提
供
を
し
て
お
り
ま
す
。

Q

未
就
学
の
医
療
的
ケ
ア
児
に

つ
い
て

公
明
党　

軽か
る
ま
い米　
智ち

雅か

こ子

福　祉

福　祉

福　祉

赤色は、民生環境常任委員会に関連する質問・質疑です。
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

特
別
な
支
援
を
要
す
る
未
就
学
児
の
教

育
相
談
体
制
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
状

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
あ
お
も
り
親
子
は
ぐ
く
み
プ

ラ
ザ
に
臨
床
心
理
士
や
保
健
師
等
の
専

門
職
を
配
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
様
々
な
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
成
長
発
達
の
遅
れ
等
が
懸
念

さ
れ
る
お
子
さ
ん
へ
は
、
親
子
で
楽
し

く
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い

て
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
を
提
供
す
る

な
ど
、
保
健
、
福
祉
、
教
育
の
各
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
お
子
さ

ん
の
特
性
と
発
達
段
階
に
応
じ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q

自
宅
待
機
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
の
方
は
、
症
状
が
緩
和
し

て
か
ら
24
時
間
経
過
し
た
場
合
、
外
出

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
で

は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
市
民
に
発
信
し

て
い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
で
は
、
現
在
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
積
極
的
疫
学
調
査
時
の
説

明
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
送
付
時

の
同
封
文
書
、
医
療
機
関
で
陽
性
者
に

配
付
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
薬
局

で
医
療
用
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入

し
た
方
へ
の
お
知
ら
せ
等
に
よ
り
、
市

民
へ
周
知
し
て
い
ま
す
。

Q

保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
も
独
自
の

配
置
基
準
を
つ
く
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
市
の
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
基
準
は
、
国
に
お
い
て
、
ゼ
ロ
歳

児
は
お
お
む
ね
３
人
、
満
１
歳
以
上
満

３
歳
に
満
た
な
い
幼
児
は
お
お
む
ね
６

人
、
満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い

幼
児
は
お
お
む
ね
20
人
、
満
４
歳
以
上

の
幼
児
は
お
お
む
ね
30
人
に
つ
き
１
人

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
国

の
基
準
ど
お
り
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
国
の
基

準
を
上
回
る
基
準
と
し
て
お
り
、
今
後

も
園
児
に
と
っ
て
余
裕
の
あ
る
保
育
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

保
育
士
の
配
置
基
準
に
つ
い

て

日
本
共
産
党　

赤あ
か
平ひ
ら　
勇ゆ
う
人と

未
就
学
児
の

　
　
　
相
談
体
制
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

相そ
う
馬ま　
純じ
ゅ
ん

子こ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
感
染
症
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

舘た
て
山や
ま　
善よ
し
也や

福　祉

保健医療

福　祉
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　会派とは、市政についての考え方や意見など、同じ考えを持つ議員が集まってつくるグループ
のことで、本市議会の場合は３人以上を構成要件としています。令和４年10月30日に行われた青
森市議会議員一般選挙後の、各会派の議員構成をお知らせします。（令和４年11月28日現在）

里村　誠悦　　奈良岡　隆　　小倉　尚裕
藤田　　誠　　木戸　喜美男　舘山　善也
中村　美津緒　澁谷　洋子　　木村　淳司

花田　明仁　　大矢　　保　　長谷川　章悦
小豆畑　緑　　中田　靖人　　柿崎　孝治
関　　貴光

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

小あ

豆ず

畑は
た　
緑み
ど
り

当
該
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
改
正
内

容
に
つ
い
て
、
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
現
在
、
当
該
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を

初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

健
康
度
測
定
を
利
用
条
件
と
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足
等
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
気
軽
に
思
い
立
っ
た
と

き
、
運
動
に
取
り
組
め
る
場
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
有
効
活
用
い
た
だ

き
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
の
条
例

改
正
で
健
康
度
測
定
を
不
要
と
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
が
利
用

し
や
す
い
環
境
が

創
出
さ
れ
、
個
々

の
主
体
的
な
健
康

づ
く
り
へ
の
取
組

が
一
層
推
進
で
き

る
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q

◦�議員の出したパネル、写真など大画面で見れないでしょうか？
◦�少し議場内の温度が高くないでしょうか？
◦�風力発電、市長が意見を求められても回答しない。いろいろ立場もあるだろうが、意見を求め
られているのに立たないのは、逃げているとしか見えない。

令和４年第４回定例会を傍聴された方から寄せられた
御意見等を御紹介します。

◉あおもり令和の会【９人】

村川　みどり　天内　慎也
万徳　なお子　赤平　勇人
相馬　純子　　山田　千里

◉日本共産党【６人】
木下　　靖　　工藤　　健
奈良　祥孝　　竹山　美虎

◉市民クラブ【４人】
山本　武朝　　渡部　伸広
軽米　智雅子　工藤　夕介

◉公明党【４人】

◉自民クラブ【７人】

※無所属 蛯名　和子　　小熊　ひと美

各会派の議員構成をお知らせします

健康づくり

傍 聴 者 の 声 か ら

西部市民センターの
トレーニングルーム
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　令和４年11月28⽇、議⻑志願者２名及び副
議⻑志願者２名による所信表明会を開催し、
その後選挙を経て、議⻑に奈良岡隆議員が、
副議⻑に⽊⼾喜美男議員が選出されました。
　なお、選挙の結果については、右のとおり
となります。

　このたびの市議会臨時会におきまして、第
９代議⻑に御推挙いただきました。改めてそ
の重責を痛感し、身の引き締まる思いです。
　今後４年間、地方自治の二元代表制の一翼
を担う議事機関として、さらには、本市を取
り巻く課題に対応するための優れた施策を⽣
み出す⾔論の府として、公正・公平で⺠主的
な議会運営により、市政の発展を図っていく
考えです。
　また、市⺠の代表たる議会として一層の議
会改革を推し進めるとともに、市⺠の皆様に
信頼される議会運営を⾏ってまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

　定例会閉会日において、議員提出議案として、令和４年11月25日まで８期・32年余りにわたり市
議会議員として活動された奥谷進氏、藤原浩平氏、渋谷勲氏に対する「青森市議会名誉議員の称号
を贈る決議」が提出されました。
　市議会では、同決議を起立総員で可決し、名誉議員の称号記と名誉議員章が贈られました。

本市議会は、令和４年10月30日に行われた市議会議員一般選挙を経て、
現職、元職、新人合わせて32名の構成で新たに出発いたしました。市民
の皆様の負託に応え、市政発展のために活動する模様を、これからも
「分かりやすく」「見やすく」を心がけ、お届けしてまいります。今後と
も、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

編集後記

議会だより編集会議
会長 渡部 伸広

副議長　木戸 喜美男

議長　奈良岡　隆

議 長 就 任あいさつ
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新たな議長、副議長が選出されました

市議会ホームページ
http://www.city.aomori.aomori.jp/gikai/top.html

令和４年第１回臨時会の傍聴者は６人でした。令和４年第４回定例会の傍聴者は96人でした。
令和５年第１回定例会は２月21日開会の予定です。

奥谷進名誉議員 藤原浩平名誉議員 渋谷勲名誉議員

名誉議員の称号が贈られました

　地方自治や議会制⺠主主
義の理念にのっとり、本市
の発展、そして何より、市
⺠が等しく幸福になれるよ
う、総⼒を挙げて取り組ん
でまいります！

　議⻑を補佐して議員
相互の自由な討議を尊
重しつつ、公正・公平
で円滑な議会運営に努
めてまいります！

■議⻑・副議⻑選挙の結果
　【議　⻑】　当選 奈良岡　隆� 17票
　　　　　　　 　小豆畑　緑� 15票
　【副議⻑】　当選 ⽊⼾喜美男� 17票
　　　　　　　 　山本　武朝� 15票
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